
0(発災) 10mまで 15mまで 30mまで 45mまで 1hまで 1h15まで 1h30まで 1h45まで 2hまで 2h30mまで 3hまで 3h30mまで 4hまで 4h30mまで 4h40mまで 5hまで 6hまで 6h20mまで 7h30mまで 12hまで 24hまで 48hまで

本社 対応開始 本部立ち上げ

被災県支部 対応開始 本部立ち上げ 先遣隊派遣

県庁にコー

ディネーター

を派遣

救護班派遣開

始

被災県所属ブロック代

表支部

非被災ブロック代表支

部

DMAT事務局 対応開始

DMAT事務局

本部体制立ち

上げ

DMAT待機要

請

ロジチーム待

機要請と出動

可否の打診

NEXCOへ高

速道路状況提

供依頼

DMAT派遣要

請受諾

→派遣範囲の

検討

非被災都道府

県へのDMAT

派遣要請

ロジチーム派

遣要請（事務

局にて選考）

ドクヘリ派遣

調整

参集拠点

（SA/PA）設置

調整

DMATの被災

都道府県間の

分配方針決定

①（初動

CSCAの立ち

上げに必要な

チーム数及び

都道府県間の

比率）

被災地に直接

入る陸路参集

チーム（近隣

県）への参集

場所の指示

各被災都道府

県からの広域

医療搬送の要

請受諾

厚労省から自

衛隊機による

DMAT投入に

かかる調整指

示

レンタカー事

業者へ協力可

否打診

ロジチーム選

定終了・派遣

指示

参集拠点（空

港、SA/PA）

設置決定

DMATの被災

都道府県間の

分配方針決定

②（参集拠点

への動的な参

集状況を踏ま

えた投入方

法）

陸路参集チー

ム（近隣県以

外）へのSAか

ら先の派遣先

の指示

自衛隊機によ

る投入チーム

の調整完了

空路参集チー

ムへの空港、

基地から先の

派遣先の指示

広域搬送計画

の決定

被災都道府県

医療担当部局
対応開始

EMIS災害モー

ド切替

DMAT事務局

へのDMAT派

遣要請　（代

行）（ドクヘリ、

ロジチーム含

む）

広域医療搬送

の実施要請依

頼

SCU指定場所

の使用可否確

認依頼(空港・

基地の安全確

認など)

被災都道府県

DMAT調整本部
対応開始

統括DMAT登

庁

都道府県調整

本部立ち上げ

DMAT事務局

へのDMAT派

遣要請　（ドク

ヘリ、ロジチー

ム含む）

最初の参集拠

点（活動拠点

本部）の決定

ドクヘリ参集

拠点調整

活動拠点本部

立ち上げ指示

活動拠点本部

立ち上げ完了

広域医療搬送

の実施要請依

頼

ドクヘリ参集

拠点の指定

活動拠点本部

とエリア内の

保健所との連

絡開始

SCU指定場所

の使用可否確

認(空港・基地

の安全確認な

ど)

DMATの被災

都道府県内の

分配(主に活

動拠点本部毎

の分配比率)、

進出先の提示

非被災都道府県 自動待機

EMIS上、チー

ム登録を実施

(派遣可否の

意思表示)

（非被災県調

整本部の立ち

上げ：必須で

はない）

被災地に向け

て順次出発

被災地に向け

て順次出発

自衛隊機によ

る投入チーム

の調整

広域医療搬送

の受入依頼・

受諾

自衛隊機によ

る投入チーム

の調整完了

域外拠点設置

準備開始

DPAT事務局 自動待機

DPAT事務局

本部体制立ち

上げ

DPAT待機要

請

DPAT派遣要

請受諾

→派遣範囲の

検討

DPAT派遣要

請

DPATの被災

都道府県間の

分配方針決定

被災都道府県 対応開始

統括DPAT登

庁

都道府県調整

本部立ち上げ

最初の参集拠

点本部（活動

拠点本部と兼

任）の決定

活動拠点本部

立ち上げ指示

活動拠点本部

立ち上げ完了

DPATの被災

都道府県内の

分配(主に活

動拠点本部毎

の分配比率)、

進出先の提示

非被災都道府県 自動待機

非被災県調整

本部の立ち上

げ(災害の規

模による)

被災地に向け

て順次出発

DPAT

0時点からの経過時間

初動対応（派遣者が被災県に参集するまで）

被災県支部の要請を受け、被災県所属ブロック内で派遣調整

被災県所属ブロック内で手に負えない場合、隣接ブロック/本社へ応援要請

被災県所属ブロック/被災県支部の要請を受け、派遣調整

DMAT

被災県支部内での対応可否を判断

必要に応じて隣接ブロック/本社へ応援要請

日赤

被災規模を考慮して派遣者人数、被派遣者を決定
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0(発災) 10mまで 15mまで 30mまで 45mまで 1hまで 1h15まで 1h30まで 1h45まで 2hまで 2h30mまで 3hまで 3h30mまで 4hまで 4h30mまで 4h40mまで 5hまで 6hまで 6h20mまで 7h30mまで 12hまで 24hまで 48hまで0時点からの経過時間

初動対応（派遣者が被災県に参集するまで）

厚生労働省地域保健室 本部設置
県外DHEAT派

遣調整開始

県外DHEAT派

遣決定

被災都道府県

（保健医療調整本部）

本部設置

災害対応業務

開始

EMIS災害モー

ド切替

関係機関に本

部設置連絡

（日赤都道府

県支部にも連

絡希望）

都道府県災害

医療コーディ

ネーターとの

連携、

保健所へリエ

ゾン派遣

本部内

定期ミーティ

ング開始

受援調整窓口

の設置

DHEAT先遣隊

（県内DHEAT）

派遣調整開始

DHEAT先遣隊

（県内DHEAT）

派遣決定

DHEAT先遣隊

（県内DHEAT）

受入

県外DHEAT応

援要請

保健医療対策

会議（クラス

ター）の定期

開催開始

被災保健所

本部設置

災害対応業務

開始

関係機関に本

部設置連絡

（日赤都道府

県支部にも連

絡希望）

地域災害医療

コーディネー

ターとの連

携、

市町村へリエ

ゾン派遣

保健所本部内

定期ミーティ

ング開始

受援調整窓口

の設置

DHEAT先遣隊

（県内DHEAT）

受入

保健医療対策

会議（クラス

ター）の定期

開催開始

被災市町村

本部設置

災害対応業務

開始

市町村本部内

定期ミーティ

ング開始

受援調整窓口

の設置

DHEAT先遣隊

（県内DHEAT）

受入

保健医療対策

会議（クラス

ター）の定期

開催開始

非被災都道府県 自動待機
県外DHEAT派

遣開始

JDA-DAT事務局 対応開始

JDA-DAT事務

局本部体制立

ち上げ

被災県栄養士

会へ連絡

JDA-DAT待機

要の調整

被災県栄養士

会内での対応

可否を判断

災害対策本部

立ち上げ調整

災害対策本部

立ち上げ

厚労省（栄養

指導室）から

の協力要請→

受諾   →他県

への派遣要請

先遣隊派遣、

JDA-DATの被

災都道府県間

の分配方針決

定

国立健康・栄養研

（後方支援エビデンス

チーム）

対応開始
EMIS分析開

始

先遣隊派遣に

ともなう情報

共有

被災都道府県 対応開始
被災状況確認

開始

被災地本部設

置調整

活動拠点調整

先遣隊と活動

方針調整

非被災都道府県 自動待機

非被災県調整

本部の調整

(災害の規模

による)

DMAT事務局

本部体制立ち

上げ

DMAT待機要

請

統括DMAT登

庁

都道府県調整

本部立ち上げ

熊本県内

DMATの派遣

決定

参集拠点・活

動拠点本部立

ち上げ指示

(熊本日赤の

み)

他県DMAT(九

州ブロック内)

の派遣調整依

頼(熊本県→

DMAT事務局）

九州ブロック

DMAT派遣要

請

DMAT事務局

本部立ち上げ

DMAT待機要

請

統括DMAT登

庁

被災県の

DMAT活動開

始

調整本部の立

ち上げ

北海道DMAT

派遣要請

被災県内に活

動拠点本部を

設置

事務局本部の

立ち上げ

被害状況の収

集を開始

被災県庁本部

立ち上げを依

頼

DPAT派遣要

請（EMIS）

隣接県からの

派遣要請を決

定

被災県DPAT

が支援先への

移動を開始

隣接県DPAT

が支援先へ到

着

被災県災害対

策本部内に

DPAT調整本

部の立ち上げ

被災状況の情報収集開始

他の医療支援チーム等の派

遣状況把握

被災情報（被災県栄養士会等）

他チームとの連絡調整（DMAT等他チーム）

特殊栄養食品の手配開始

JDA-DAT（災害支援車両）配置調整

活動拠点本部設置調整

支援活動範囲の検討

特殊栄養食品ステーションの設置場所調整

DMAT

（北海道胆振東部地震の実経験）

DPAT

（熊本地震の実経験）

DMAT

（熊本地震の実経験）

JDA-DAT

DHEAT

リアルタイムデータ分析（EMIS、その他データベース、D-SUMM、SNS等）

　→　栄養不良地域、避難所の同定

　→　栄養要配慮者の所在地同定

リアルタイムデータ分析結果を関係省庁、連携機関、連携チーム等に提供

　→被災行政、被災地栄養士会へ



0(発災) 10mまで 15mまで 30mまで 45mまで 1hまで 1h15まで 1h30まで 1h45まで 2hまで 2h30mまで 3hまで 3h30mまで 4hまで 4h30mまで 4h40mまで 5hまで 6hまで 6h20mまで 7h30mまで 12hまで 24hまで 48hまで0時点からの経過時間

初動対応（派遣者が被災県に参集するまで）

調整本部の立

ち上げ

その後、調整

本部⽀援・

情報収集の為

に外部⽀援受

け⼊れを助⾔
し、事務局員

派遣を決定

被災状況の収

集開始

被災状況の収

集開始

本会災害対策

本部の設置準

備

JDA-DAT

（熊本地震の実経験）

JDA-DAT

（北海道胆振東部地震の実経験）

DPAT

（北海道胆振東部地震の実経験）




